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　　　　　　　　1はしがき　　　　・の脇脚・は・・もそ曜儲達も，rl剋脚
　現突は，瑚知のように，・各々の企叢が一方その固有の　　　実の齪縮す為ことは多々あろう。そこで更に両者は舎々

需要範囲内で独占的地付：に立ちながらも，他方相7五に激　　　の供給llヒな変窺してゆく。しかして両者とも供給蹴が多

烈な競争をし合つている経済社会である。換需すれば，　　　ければ多い稚有利となるから，漸次供給｛辻はll喚加され，

市場が独占と白由競争との中闇形態，所謂「不完全競　　　社会1’1勺供給燈は所与の社会的儒要鍛を満たし，遂には各

争」　（imperfect　competition）或は「独占的1鏡争」　　　各の供給llとが累積されてこれが金部満たされる11臥に富で

（monoPollstic　cOmpetition）と書われる市場形態であ　　　達するqこの点は同時にiと號争灘雛とが供給を停」Lす

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る個別均衡点でもある。数嶽政策によ為競争は藩通かく

既馳舗で・この暢の構li琶蹴いて述べ塒廊　のLtZflくで晶と思われる・従つて　rl互に購擬の鰍

たように，ここでは買乎選好の存在のため，各企叢は最　　　量を全皿i的に締め属『9一というような闘争乎段はとれず，

悪な審態に於ても最低限の需要を維持し得るとは言え，　　　結局この場合は，供給鍛の累積作用によつて，最逝供給
　　　　　　　　　　　　N　　h　　N
それぞれの企業聞の行動が不雁雀実（uncertainty）であ　　　鍛が確楚される。

るだけに，自由競争の社会以上に脅企樂が虚々実々の経　　　　ところが，例えばiがある商品を供給するに際しある

営政策を施して，自己を最も有利に謙かんとするに急で　　　価格を指舎して陶分に有利な数蹴を決建するという後者

ある。この経営政策には色々な内容がある。ここではこ　　　の政策をとつたと仮定する。するとその競争者達は，i

のうちの一つである供給罎に関して，収益の櫓1大原理が　　　に月券たんとしてSUリ低い価格を指令するのが常蕊乎殿で

貫徹された最適（optimum）な大きさは，いかなるよう　　　あろう。

に考えられるかを，模型分析（model　analysis）の方法　　　　これにより，かれらは買乎が選好　（preference）を

によつて考察してみたい。　　　　　　　　　　　　　　　もつ不完全競争市場だけにiの需要全部を吸収し得なV、

　ところで，この最適供給縫を決定するには，二つの政　　　としても，かなり多くの買乎をiから奪うことができよ

策がある。一つは祓擬供給量を才菓作する方法である。他　　　う。かくてiもこれに魚けまいとして，薩ちにその供給

はさきに価格を種々変化させて最適な位澱をきめ，これ　　　価格を引下げよう。今疲は，多くの買・手はiにおもむ

と所与の需要函数とから供給量を求める力策である。し　　　く。すると寮たその競争者避が価格を変更する。このよ

かして，これら二つの政策実現のためのプロセスはいう　　　うなことが再三繰返されて後，ようやく両者の均衡価格

までもなく，その結果さえ必ずしも同一であるとは雷え　　　は決定される。この価格と所与の需要函数及び費用函数

ないと思われる。董し次のような理由にょる。　　　　　　とから両者の供給最が確定される。従って，ここでは前

　いま，例えば一企業者iが競争相手逮の供給量を予　　　者とは異なり，売手相互の競争，殊に他を央墜せしめる

測して，自分に有利な供給鍛を指令するという，前脅　　　ような競争と，買手の移動作用によつて最適供給最に落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　，の政策をとつたと想定するc，競華相乎達も自らの期待　　　茄く・

（expectation）により，これに対抗して自分に最適な供　　　　以上の如くであるから，最適供給彙決定；こついては，

　　　　＿　　　　＿＿＿．．一、－ttt．tt　t－．一．．．一．．一一．．．．＿＿＿t．一．＿＿，一一　　二つの政策からうかがわねばならぬと思う。

＊信州大学繊維学部　工繋経営学研究窺　　　　　　　　　　つぎに，各企業は，未知な相乎の行動に対し，白分の
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蓋然性の知識を基礎にして，いかなる態度をとるであろ　　　aリ深く答えられるのではないかと思つたからである。

うか。これには種々あろうが，一般的には二つ考えられ　　　　さて，以上のまえおきを念頭に置いて，彼しい分折な

る。一つは，例えば一企業者iが，競頚者達の｛1辱給量或　　　がら，論を進めてゆきたいと，Ei、う。

劉鞭ま；旨鵠畿驚菱瓢頃薩欝潔濡〔註〕（1）噸轍欝灘灘為繊講蟻

う草的態度（leadership　attitude）と仮称する。他の一つ　　　　　べておいた。

は，iが，競争者罐はその供給殿或は価格を，自分の政　　　　　　　　なお，この市場の，名称，形態及び簸木構造に

策とは無関係に操作するもの，すなわち，競争者達のパ　　　　　　ついての纏つた労作として，周知の次のものが挙

・・一ター・・与・・れた・の・考えて，憂動r・勺に政策を　げ鷺＆、。。、T、，　E、＿、、、。f　lmP，，，ect

行う徽である・囑を魔受蜘態度（acceptive　att”　　・・m…i・i・…9員・・

itude）と称しておく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　E・　H・　Chamberlln：The　Theory　of　Monopo・

蒲：曽縫郷欝灘諮難　鰭難轍識・・㎞副
つは，企業者すべてが受動的態慶をとる場合，これを　　　　（2）こうした態度の分類は学者により異ゐ、，次のも

Cournot的前提と仮称する。つぎは，一方力脂糠的，　　　　　のを参照されたい。
他方が受動的態度に出る場合，これをStackelberg的　　　　　　　H・酌oll　Stackelberg：Marktform　uncl　Glei’

前提…ぶ・ととす・・㈱・すべて・囎・鱒・勺　ch至e畏lc叢、191繍、1瓢。y。，。，。。。m、c

徽を》場合，かり｝こ・これをB°wley的前提と呼　　TAe・・y・Th・Th…y・f　M。・・P・ly・（G」・
称する。従つて，ここでの考繋では，これら三つの前提　　　　　Stigler　and　K・E．　Boulding　ed．　ReaClings　in

毎に取組まねばならぬと思う。　　　　　　　　　　　　　　　Price　The。ry・1953・P・370・ff・）

・・ろで，本稿では調騨励・して・さき…　　，，台゜96鑑1撚mics°f　Stati°na「y　Sta一

不完全市場下の複占をとらえて考察し・次いで，この不　　　　（3）この前提の仮称は，完全複占の研究に際し，競

完全複占（imperfect　duopoly）の規定条件を，部分的　　　　　争庸のとつた態慶の前提が掌者により各々異るの

に変えたり，または新たに附加したりして，「場」を現　　　　　　で，その代表者の名前を・央々に識当する臼1∫提に

代不完全辮蝋剛・識鱒・剛mper・ectly　鍵辞つた゜これについては次のも嚇ll員さ

competitive　market）に転換し，求むる結果を見幽し　　　　　　　中山伊知郎訳「ク　・一ルノー・窩の理論の数学的

たい。これは二っの理由による。　　　　　　　　　　　　　　　　　原理に聞する研究」1930．p，96．　ff，

、漏膿蹴翻竃謙撫　。器1懸i蹴勲謹i臨
適供給量決定のための関係式や・またそれに関連した諸　　　　　　　尤もこのうち，Bowley的前提と名付けたこと

経済関係について種々述べられてきておるが，不完企複　　　　　には異論があろう。しかし，ここではこの議論は

占下にこれらの輯・余・柵・1・て融・・…　㈲省犠効，，，、嚥繊，、949．pp．369一

に販けられる・殊に数瓢び　li酪麟を通じてなした　　379．ここに不舩複占の闇題が事粁ふれ・（、，IIE、

り，複占者同志の競争態度を種々前提した上でのものは　　　　　る。ついてみられたい。
殆どな・・よう｝・思われたからである（P’　　　　　（5）照・aff・・Th・L・w・E．R・t・rns・und・・C・m・

他の一つは・不搬雌も，，壽・・やその暢講造　澱゜言品甥副製器藻雅職
からすれば，P．　Sraffaその他の学者の意昧するような　　　　　　略する。

不完全競争市場の範疇に入るのである。従つて不完全複

占の考察は，かかる解釈での不完全競争市場のそれと考　　　　　　2　数量政策による供給蝿決定

えてよい。しかし不完全複占の市場構造構成の条件のみ　　　　「はしがき」で断つておいたように，はじめは不完全

で，現代一般に雷われる不完全競争市場を規定するには　　　複占の場を設定し，ここにおける最適供給量を考察する

不十分である。そこでこうした二つの市場下のものを討　　　ことにする・そこで次のような前提条件を設け，直接供

究することが，当該のようなテー一・？に，ヨリー般的に，　　　給量を操竹｛することにより最有利な最を求めよう、，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（t＞

け孫織糎畿甥臨藁翻購　語粥量騰・……一…・…・……一（1°9）

としてのA，Bのみ存在する。四つにこのA及びBは全　　　この（1・9）式を（1・7）武に代入すれば・

二摯砦餓嬰濫ξll組二認1隷筆鰍済　　Pa＋Xn（9鑑＋幾・薯菱霊）

砦融鷲議繍蹴1罵宏：ご憲麗し徽　　一雅（1斐綴畿）＝　°”………’暉’＜1’1°）

が供給景を指令する態度は，はじめCoumot的，っい　　　　また（1’2b）式をXttについて微分し，かつ（1’6a）

でStackelberg　l11勺，　Bowley的前提をとるものと想定　 武を考慮すると

す臨。嚇脳＿f11、描，、，3斐｝1・謙一゜一…・一……一…・一（1・・1）

繊用を〃・π・・利1閏・G・・…で・）J・てXわす・，　・1菱｝1－－1／1熟…一…・一…一……（…2）

A，Bの個別需要函数は夫々次の如くである。以下木稿で
はAの関イ繍、は（。），Bのものに剛として耐。　　この（1°12）鵡（1’1°）武にfk入すると，

。た轡一恥（1’・，　Pb）e㈲脂泓（P…1）b）・・〈1’1）　・a・XIL（1斐需・1蒸）

　　（a）P。＝＝P。（X。，X、），　Cb）　Pb＝Ph（X、、，　X・）…（1・2）　　　　　　∂X・

費用函数は，殊に販売興用も考慮するから　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を込
（・）瓜一瓜（・・X・），（1））・1・＝＝・…（・a，・X・）…（・・3）　一漁（幾一1艶・｛肇砦）一・………f…一…（1・・3）

　これら需要函数及び鍛用函数の形は既知と仮定する。　　　　　　　　　　　　　狐

なお，A，　Bの利潤函数は，　PSt，　Pbをconst，とすれば　　　　ところで

　　（a）Ga竺Ga（Xa，　Xの，　（b）Gb　＝Gb（Xi、，　Xb）…（1・4）　　　　　　　　　　　∂pL，　　　　旦込！7ZtsPa

　叢　一）　一・・d・・）1斐1一購蕪無・・一一
　はじめにCournot的前1是を価格に対してとるとす
る．囎すれば，Aが極大利　1㈱の渤にX・鋤か　靱，～欠の数式　勺卿はつて（1’14）武の蘇は求

しても，BはXhこそ動かすが，その価格Pbを変化し　　　寮る゜

ないと予想して，Aは行動し，またBもAに対して同様　　　　いま・（1’5）武からA・Bの利潤極大のための必要条

な予想をして行動すると想定する。すなわち，A，　Bに　　　件は・（1’6）式の仮定により，次の如くである。

ついて夫々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂17a

、1織欝忽嶽lll：黙1：）｝

と欝灘　）　　：：：：黙二弐i

　　I…X艦霊・無・一・………・……（…）　・・た粉条件は

．．．一．．．．師i－．．．．．・謄・一・… @（1・15）

同鰍燕㌫＋藍器郷）ll：：撫鶏鍮メ｝＿（、．、、）

件膿式蜘こつV’て微f””すると’（1’6a）式の条（・・）辮〉・…）懲〉・｝
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（b・）辮聯一（偽、）2＞・∫　　ω辮窯1／（懲・辮

相妄二掌憲：認農陛蕨ぼ瓦塑、臨，訂器球　　　一灘鉱・∂鑑長i；）

｛膿畿1器薦糠宏1鵬’ぐβ）多鵠駕綴呈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～｝211tx　　　∂91zb
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　罰　一　一一閉＿　●　‘甲　一一」＿＿　＿・．・

幾、磯1（・・…）

1象一、篶1設、（・・・…）

1是盤（・・・・…

蕪煮編・・・…）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・X、、∂X、・X、、∂X、）　…．…＿…（、．23、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω1課一浸i落知（誓難・懸建

・・一一……・・……c17・　誤畿・譜畿意）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（δ）畿一一潔激iノ（響賂・雰髭1、1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一誤駕気・認鷺歯）

ここで　　　　　　　　　　　　　（1・23の式から（1・14）武のfi嬬辺は

畏・器・1慧撚。D…．一…（、．18）1蕪瓢（辮｝・　繍購〉…1・24・

　　　　　　　　　　　　　　∂Xzx∂Xb　　　　　　　　　　かくて（1・19）式と（1・24）式とは相等しく，（1・14）

　　とおけば，（1・17）式から（1・14）式の輿中の項は　　　式の成立することはSiiE明されたこととなる。

歯・D－（∂2∬α．δ217b　　∂2〃且　　∂2∬bt！　　　　　　　　　　　　　　　へ　　ロ　　，　　　　　　　　　　　　＿∂X“髭∂Xb2　∂Xlし∂Xb∂Xtl∂Xb）　　（1°14’轡「盤（’t　13）式に代入欄

　　∂X・　　　　　　　　　　　Pn＋Xa・搬ド薦・薦踏0’…………・・一・〈1・25，
　　　∂2∬b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂Pa　　　　　∂P，t　　／
　　　葡　’°’し’°”鱒’唖’°’°6°°’°°°一一一一゜’」”■一一’弓け”°’響’帥「睡（1・19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bについても岡様にして，（1・8）式は次の如くなる。

よ磯1爵）（欝難｝灘轍1敦、1ずPb＋X密器1盛一“・一…一……・・（・・26）

嘆：難：鑑：1卦一一一・一働誉1姿盤1羅灘翻灘鷺

　　（…7）式を（・．2・）式に代入すると　　　　る・従つて・これはA，B夫・

さらに（・…）式を・、1（・．2b）式を・tLで鰍分。，　・・＋・艦一漁・袈1－・一……一…………・（・・28）

かつ．（1’17）武を代入すると　　　　　　　こ牙遊変形すれば

窮撚騰瓢遜∵縢1簾i：：lllll：：：1二il：1：：二：：：：：

畿畿撫び畿・解くと・　　が薯嘉綴甚29）式’（1’26）式と（1’3°隙
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・・）編熟（1））編斐1－・・…・一・1・31）　1蔓1＋X・灘L・鵠：畿1－、艶一……・働

　　　∂P、、　　　　拶b
の成立、・必要条件である．しかる。（、．1，。）式と（、．　こ゜瑚こX・澱醐回こつ1’して，Bの齢1鵬Pbも

24）式砒較，（1．、7δ）式と（、．23β）式の逆数，、1　1と　変動するという灘麟入す？1ために・憾に（1’2b）

の比較からわかるように（、．3、）鵡次の、1、］くな、5。　式をX・・に）V’て微分する・（1’33）武の鮒のため・

（・） ｷ≠騰㊥粛1蔓1－一…一働｝鶴姦。懸1…．一＿＿個

　従つて，Cournot　t！1勺前提に於ても，競争相乎のlllli格　　　　（1・35）式を（1・34）武に代入して整理すれば

欝鱒嵩鑑1、難潔晶｝£亀欝とli…1＝＝（三1熱ドX・d熱蔦綴1）1（翻奨1）…36・

　かくて，［li∫者では（1・1a）式，（1・1b）式，　（1・25）式　　　　（1・36）武を（1・10）式に代入すれば

及び（1’26）式とから，また儲1ま（1’2・）式・（1・2b）　　　　　　贈！三．－X、一鰻葱＿一拠

貸副9慰雛式とから課繍夫晒艶1契1・麺藤1貯璽
　　Xa・Xb　；　Pai　Pb　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d11鈍∂Pまt　dl’t；し∂PIL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　，，　－り　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　，　　　　　　　　＿

との均等から，均衡は成立し，かつ火々の場合における　　　　　　dPa∂XtL　dP・　OXb

灘雛灘驚鮮ll態輪1　轟｝1講轡哺一（1・37・

の齢供織が決定せられ渇麦離らの齢供繊翻　　この武が，Aの鱒的態慶剛た購の利澗鰍難
分に髄秘ように決興る態を意味する・従つ磯　の鮒武である。この場舎，（1．33）武からわカ・るよう

度もの試行錯誠により予想と現実とは一致する筈であ　　　に，（1。37）武の中には，Bの供給鍵Xb及び指命価格

る・かつ何れの方向からA・蹄1互が行動をとるとして　P、に関する救噸は触れていない。従つてAの供給

も等しい結果離腱すると激られるから・ここでは安　鍛X、を知るにIS，（1．37）式購解けばよいと雷舷

糊衡が戯し，以上略式から求まるA，Bの最適供　う。

縫も安麟臆味をもつて1綻される・　　　　ところで，Bの鰍勲知るには，B畷動　勺徽に
　つぎにStackelbe「g的前提のもとにおける供給縫決　　　出ると想難したのであるから，　Cournot的前提の際の

定は・如何に考うべきやにつV’て糠しよう・ここでは　Bの，Aのf、！1i髄鵬，供総をc。n・t，とした場含，

仮にAが指軸簾に，Bが受動的徽に1踊ものと想　即ち

蕊綴階雰嚥雅糠；、諜　・・）一・晒漁…）畷1－・・一…38）

ると考えて，A白らの最適供給量を決建するというので　　　の二つの場合の方程式そのままを解けば足りる。換習す

あるa従つてAは数量政策を行うに当り，Bの供給量や　　　れば，　（1・38a）式のときは，（1・26）式のみ，（1・38b）

価格の変動の態様を予測する必要がある。　　　　　　　　のときは（1・30）武のみ解けばよい。

　いま，BがAに対して反作用する態様を，　Aは予測す　　　　ここでは，　Aは指導的態度に寓るも，　Bが常に愛動的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　s　　　　　　　　　h　　s
るのであるが，その予想函数を次のように示そう。　　　　　態度をとるのであるから，Aの予想は必ず現実と一致す

　（a）Xb＝＝Rn（Xの，　（b）Pl）＝　r・L（X・∂……・…・・（1・33）　　るとみてよかろう。従つて均衡の域立は必定である。し

　Aの利潤を極大にすべき供給童X・Lを決定する一一般公　　　かしこの均衡は，指導的立場にあるAが，いつ再び新た

式は，前述の（1・10）式である。この式にBの反作用関　　　な斗争を開始するかもしれないから，殆んど安楚的とは

係を導入すればよい。そこで，まつX孟しが変動してXb　　　考えられるものの，不安定な点の存豹三も見逃せない。　A

が変動する態様を求めるべく，Bの利潤極大のための条　　　とBとを立場を考えて論じても，立場が異るのみで同一

件式（1・8）式をX【・について微分すると　　　　　　　　　な結果の褐られることはいう窪でもない。
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　最後はBowley的前提のもとにおける殻適供給量決　　と，これとは全然異る商品Y，　Zを供給レごいると想庭

定の問題である。ここでは前述した如く，A，　B両者と　　　する◎商品XR，　Xb，　Xc………Xl……X！馳の供給量を夫々

も指導的態度に幽るのであるから，Aは（1・37）式と同　　X。，　XL，，…X且……Xlll　Y，’2’のそれをY，　Z，それらの

一な行動式を，Bも亦（1・37）式のP，　X，　l／の添字　　　価格をP、L，　Pb……Pl……Pu，　Py，　Pz，商品5ζの一‘般共

a，bをとり換えた条件式を，央々解けば，　A，　B各々　　　逓価格をP，それらの総蟄用を1迩，　iTl，，……∬i，…

の極大利潤の得られる供給量密火　窺し得る。　　　　　　　fl・，　Ily，／lzとする。そうすると第i番目の企業の｛i’7ii・

　しかしながら，このケースでは，Aは，　Bが受動的態　　　要函数レ’εk

度に繊るものと予想して，指潭的態度に出て独【li政策を　　　　P正漏PI（Xa，　Xb，…Xi＿t，　Xt，　Xl＋1，…Xll，　Y，　Z）…（1・39）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s　　，実行するのである。事実は，しかしBはAの予想を裏切　　　または

つて，白分も亦指媒［「1勺態度に出るのである。Bについて　　　　Xl諾Xl（P馬Pb，…Pi－1，　P里，　Pi　1・エ，…Pll，　Py，　P％）…（1・40）

　　　　　　　　　　　　　　　　x　　N　　　　　　1　　1も同様である。よつてAもBもその予想と事実とは一致　　　　凡ての生産物に対して需要曲線も費川由1線も代用晶群

しないこととなる。これはA，B夫々の最適供給鍛を得　　　を通じで一律であると想定すれば，次の如くなゐo

るための条件式の中に含覆れる予想変動率（conjectural　　　pt＝・1）1（X，i、　Y，　Z・n）……・……・…・………・一・（1・41）

variatio皿）が事実の変動率と一致しないことを意味す　　　震たは

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Xl　…　Xt（P：，　P，　n）・…・…・・……………・………・（1・42）

従つてA，Bともに均衡1舷のため1・は，態脱獺　　はじめにC。・・n。t・III勺1搬を以て，獺雑網の企継

しなければならぬ。かくて，ここ・cは，一応，x。　Xl，　と他の企業とが瀞する場触とりあげ糠い謎の不

の値は前述の式から求められるけれども，不安定な箇別　　　完全複占の結果から類推される如く・ここでは箇別均衡

均衡値としてであつて，複占均衡値としてのものではな　　　のみならず，燦業均衡が戒立する筈である。しかし産粟

吐謙よう。　　　　　　　　均衡が戯する簡ても泌ずしもカーンの遡（R，　F．
　さて，以上はすべて不完全複占の場含の最遡供給激の　　　Kah皿’s　theorem）はあてはまらない。欝し，買手或は

瀧方式の考察であつた。ここでのテ岬1鄭完鐡争　亮綱志の丁陽購1す翻1識の不完鉱ため趨力11蝶

市場下のぞa。であ徽，更に一歩進めて考えねばなら　数が少数で1競働翌＋分行われないままに藤封り伽城

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立してしまう場合も考えられるからである。そこで，均
ぬo

そこで不完蟻争市励，この不懸鮎を鯖して　鰍立の搬鵡（1’41）武と，璽に一蝶が購
轍しよう．すなわち，不船複占の総条件のうち＝　褥の供樋を鵬と叛て働したときは揃述の
つを獺する．＿つは蝶数であり，他は新鎌の当該　（1°25）式と同勲卿卜武

藤業一の参加の舳1生であ・・不ncma占では・＝個…　＋・P義一霊・詣一・……一………・…（…3）

いう所与の有限確定箇の企業を前提し，流とえこの複占　　　　　　　薦i　　　δ1弄i

企業に大なる超過利潤が存在していても・他の新企業の　　　が必要である。もし，i企業が価格を所与と考えて数搬

参加は許されなかつたQしかし，ここでの不完金競争市　　　政策を行つたならば，（1・43）武の代りに（1・29）式と

場では，企業数が未知数ながら　　　　　　　　　　　　　　同様な条件武

　　゜°＞n＞2（但し’nは企業数）一一　　　｛響碁韮L霊隈i－・……・…・…一…………（・…）

であり・新懲の当灘業への参加を許すのである議　が必要となる．しかし。，。企業が殆んど輔勧し，

糠鷲鶴響畿慧灘霧覆畿鐸讐轍盆冥論鎌鶏繍鷺総鍵轡
は，新蝶を含めてすべての企業｝こ wて費1：脚糊　遂、．は鞠費用と一致する．すな栃・．。．。。h。の定

撒繍騰齢耀糠塗謡蒙難議盤、1・・4・一…43・式
禦縦灘；：贈懇姉場、揚として，・一絵一………一・一一………・…………U・45、

いま，未知数のn企業が，代替品Xa，　Xb，　Xe…・……・・　　の条件式が必要となり，かかる三式から，各企業が指令
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する最漉供給量は決定せられる。　　　　　　　　　　　　を解くことによつて求まる。

　此の結果だけについてみると，完全競争の場合の如く，　　　ところで，ここでは数黛政策をとる態度が企業者間に

結局は多数企業間の競争が十分行われて，限界売上高と　　於て異るので，産業均衡は成立するものの，安窺的なも

限界費用，illlil；kと平均蟄用とが一致する大いさに供給量　　　のではなく，またR、　F．　Kahnの定理の適用も困難であ

がきまるのであるから，市場が完全鏡争であろうと，不　　　ろう。

完全競争であろうと，唯均衡への速度やプロセスの態様　　　　どちらかと言えば，常にi企業に有利なように供給量

が摩擦の関係上異るのみで，一見大差ないようである。　　　は決定せられる可能憐がある。藍し，i企業は常に指叢螺

しかし，一つに，かかる塵業均衡の成立条件が数式上同　　　的地位を有すゐからである。

じであつても，その内容が異ることである。すなわち，　　　　最後に，企業者閣に於てBowley的前提がとら言㌔る場

周知の如く，完全競争の場合は数量を狡わす横軸に平行　　　合を考察してみようQiも他の企業者達も指」墓的態声斐を

なfli［1格線と平均費用曲線とが切し，そのLJ，J点を限界費川　　　とるのであるから，不完全複占に於てみた如く，　iもそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　，　　　　　N　　N
曲線が通る形に於て，産業均衡が戒立する。しかるに，不　　　の競争者違も，その予想と事実とは…致しない。かくて

完全競争での崖業均衡は，数｛i麦軸に対して凸で右下りで　　　産業均衡は威立し欺いが，各企漿のゴ1逢適供紬藍ヒは，前掲

ある箇別需要曲線が判句費lll曲線に切し，その需要曲線　　　の（1・46）式を解くことによつて求められる。

から尊かれた限界亮上商曲線と隈界嬰10曲線とが，前の　　　　しかして，この市場下に於て，缶企業者は，指1離的或

切点が示す供給量に於て交わるという形で成立するQ二　　　は受動的態度何れ1こ出た方がヨリ有利に供給量を決定し
　　　　　　　　　　　　　　　｝　　N　　｝　　へ　　，　　｝　　N
つに限界売上高が，完全競争では実際に実現するもので　　　得るであろうか。これは関係諸函数の具1本的姿を知らな

　　　　　　　　　　　　　　N　　Nあるが，不完全競争の場合は，予想のものである。従つ　　　くては確定し得ないであろうQしかし，醤通，指灘i勺態

て完全競争と不完全競争とでは非常に異ると言えよう。　　　度に出た方がヨリ大なる利澗が獲得しうる供給量を決定

　つぎにStackelberg　l！1勺箭提を，企叢iが指灘1杓態i　　しうるように考えられる。殊にBowley　ltl勺鹸1発のよう

度，他の企業が受動的態度をとると想定するという意昧　　　に，すべてが指導1：1勺態度に出るのではなくて，Stacke一

にとつて論じよう。この場合のiの企業の供給量決定方　　lberg的前提のように，成るべく競幣春達を受動的態度

式は，（1・41）式と，更にi企業以夕＄のすぺての吝企業　　　に立たしめ，嵐分は指導的態度に出るカが最も有利では

をn－iで表わせば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないかと思われる。ここでは価格政策による如く，破滅

pi＋X、墨＋X，」泣　　　　　　酬争（cutth「°at　c°mpetit’°1D力貰鞭　勺に｛U勅い
　　　　∂Xl　　∂XII－i　　　　　　　　　　　　　　　だけにこれを強く感ずるのである。

　　　』217累1司　＿Xu＿1＿．坐豊蜘虹＿幽　　　　　　　　　　　〔註〕（1｝　J・R・Hlcks：Annual　Survey　of　Economic

　　．dXi　dX且1－i　　dXi　dX，，一｛　∂Xi　　　　　　　　　　　Theory；The　Theory　of　Monopoly，（G．　J．

　　　　　　　殿・謝　　　　㍊ち餅潔゜瓢；ll燃蹴
　　＿亜甚ゴ．鐘＿璽必．∂Pi　　　　　　　　　　　　　　号はJ．　R．　Hicksのこの論文にならう。
　　　dPt∂Xi　dPi∂Xn－－i　　　　　　　　　　　　　　　　（2）H．　von　Stackelberg：Marktform　und　Gle・

．・藷≒一撫・諾i旗・一凱。．（、．46）　，，、ic警臨訳號、課警．f　l即er・ec、

　　　　　　　（呈撫＋畿三i）　　　　　・・m…i・i・n・　・95…P，　9tl－95・

という式にて求まる・他の瀞擶をますべて・供樋を　　　3価格政策による供催決定
所与として受動的態度に出る場合は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎに，価格政策によつて先に最有利価格を確定し，
P・－i＋XLI－1∂素一驚・∂煮一・一一（・…）・れと，鵬の需灘轍び費∫1騰・から，・のh［1・th

　　　　　　∂i）1］－i　　　　∂Pli－・｛　　　　　　　　　　に対応する供給量を見繊す方策に関し考察してみよう。

　もし価格を所与とする前1是で，受動的態度にて行動す　　　　ごsでも，はじめに不完全複占の場合について考えて

れば，（1・47）式でなく　　　　　　　　　　　　　　　みる。そこで前述の数鐙政策における場合に設定したと

｛璽譜・L総袈……≡…t＝・……………（…8・lli璽辮弊1齢蹴I　B聞の寛繊や
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酵A・BがC・u・n・t・1’1勺肩i∫提のもとに働する凱↑　　　　　　∂X、、

篇饗二鵬舘繁畿溜1「監、糀欝　　瓦畷1養1…1養囎）

を輪と醗して行肌疎たBも・A剛してそのよ　　　　　∂X、，
う1受簿警1黙1｛ll鱒ll驚唱餐：1（∂X3し　∂X犀璽　｝フ肛｝E∂1），，　毎Pb　∂Xbh　　　　　　　　　∂Pb）＝°°”・一・…・一・・2・1°・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところで
である・いま，（1’5・）式をP・・に一”・・いて齢して蟹　　　∂x，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂Xn∂Xb

すると，　　　　　　　　　　購一∂瓦無…・∂Pll舐1
X…帽養｛ミー器一・一・＿……＿一．．，、．、、銅P囎一9醤1離搬ビ’”叫’（2・11）

就（1・1・）勲P，、につい・ご働し，（・．・）踊桝｝：　・a・（・・11）式・・融は次の…111・　によつて　、E・凋さ非1謂

すると，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわ’ら

　CIXa＿（Oxa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂X量L∂Xh

臨端∴戴巡’”　（“彊醗き多嚢｛燃一・’（、．12，

醗L毬象｝・畿一・…・・…・・…………一（…）（β・辮・辮畿・轟，域

BにつV’ても1司撫して　　　　　とお・・て，（1・2・）式及び（・．21）式の融方楓から

｛∂q張旱b）一害総｝・1養；コo・・…一…………・…・（2）1鑑｝磯及・・c’7，．t，P．一．£を欄・・て解・とt　・iづ

・…）式はP・　…1・、・1・いた嚇の，、蝉別　1斐il（∂X1L．∂Xb　∂Xb∂Xa浬P鷺∂P1～｝～｝Pご∂Pii；）－1葦：1・一……・…・…（…3）

驚饗憲難瓢騰，、ll購1、濃！朧（…2・式及び（1・23P…，k　di　YJ・・…13・武は

鰍轟嚢鰹繕鱗犠墨霧・岡簾轡計懲

・・）・　・・…．，・h＝iffb（Pn・，　　　磯→・÷辮　……．…＿…、、，、、）

O’）X・＝　c°nst・・P・・－R・・（1’・）……一……・・……（・・6）　（，）怨。．⊥．ユ．翼』

である．されば，（…、）式をP，、・1、つ、、て微分すると　　∂X・D’λ∂Xa∂X・

・簸．塑…＿…．………＿……，．。（、．，）磯一古÷δ蔓畿
　dPa　∂P；t　∂Pb　tiPa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従つて（2・11）武の翼中の項は，（1・23i9，式及び（2・12）
（2・7）武を（2・2）式に代入すると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式から

・・…1・（∂x・・＋難5P・∂PII　∂Pb哲P監L）　　　　　　flL…X・，

器・離）一・……・・……………伽）藷1難密D’＝D’／÷幽漁……（…5）

また（2°6）式から（1°1b）式をP・・について働し　批（2…）却・繍辺は，（2．14。）式から

整理すると
詔謙……一．………．…＿．．一．．，，．、）1鉦＝D’／｝’辮゜’”°’“°°6°一一一・…・・…・…6・

この（2°9）式を（2’8）式に代入すると　　　　かくて（2・・5）式と（2・16）式とは均等で，（2・11）

／
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式職塑醐された・　　　　　　すると、・，、VIS，　（、．、）式，（2．17），U窯び（，．2。）式との

（2’11）式咽勲（2’1°）・覧に代入すれば　　鱗せ、、よる連勤程、顯　く。とにより，ゴ髄供㈱

・1・＋・1・・�鼡E癒一・…・…一…………（…7）は榔・

　　　　　訪凱　　　　o’ζ1：　　　　　　　　　　　　　　　　しかしてこれとは逆に，Bが指鞠杓態度，　Aが受動的

　Bについても同様にして　　　　　　　　　　　　　　態度に出るときも・全く類似した方式から求戒ることは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　君うまでもないo
・・＋…激一霊1：・⇒琵・……一一…・…（…8）　TI，∫・・a・ケースICして・・の・・acl・elberg　1［1勺灘で・

　　　　　誕弼　　　翫瓦　　　　　　　　　　　　　　XIし，　XI，の値は，　Courno亡的自1∫提とFよ翼なり，複占均衡

　（2・17）式及び（2・18）式を別個に解くことにより，　　　1直としてであるけれども，不安定なものとして求ま鵜。

・1・…は・懲れ・・・…て1養1・・畿・は　ta…ll・・節・燃麟樋・て・…kell・er・棚是の

・・・…）式・・…4・）の逆裏・・比べ・獅1股繍，1暴議麟謙難1；｝1！1こll豪

とは（1・23β）式と（2・14δ）或とを比べることにより，　　の不安建性は強く内｛正｛すξ，ものと思われる。

明白なように　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後にBowley的前拠，すなオ）ち，　A，　Bともに指導

（a）薙…檎Ct））1触…・・一…（…g）響銀1翻驚壷臨戴；：潔聯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その1旨令・lll｝i格Pbを求める式を（2・20）式と1司様な尋・続

よつて（2°4）式と（2°17）式，（2・5）式と（2・18）　きによつて得た次の（2．21）式との組鰍の遡麟楓

式との線嗣じでないこと力弐筋泌・　　　を解けば，A，Bそれ猟の髄供総鯨まる。

瀞・；1諦課；・ll；襟1嬬副X，，　．∂X幽量猛
謙欝ぜ蠣脇鍍婁蝦嶺窟灘　　　∂Pb∂PtV　（1蓋1・謹1）

・して求・る．　　　　　　　一誰｝i・艦誰

が簾認k鵬繍諜驚竃劣1羨警鷺　　編卸帰撫一諮
瓢顯：驚讐瀦獄鍵姦蕪黎　一て無1薮「…nt°…一一’”“’〈2’21）

で，岡一な前提でAが指導的態度をとつたとき，X、、を　　　　こうして得られた楠は，　A，　Bそれぞれの箇別均衡値

求めた（1・37）武と同様な数学的乎続きにより求められ　　　としてのものであつて，前述の数麓政策における　Bo一

た獄（2・20）式との組餓たる連立方歪賦を解くこと　wl・y【「1揃提の励と1司様姻由｝9より・複占均1鯖1直と

によつて，A，　Bの最適供給量X，，，　Xl、は確定される。　　　してのものではない。

すなわち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前述したように・数量政策では競争者相互の供給にっ

x。　－f－　Ptt．亟楓．㈱総二恥鵡一鵬麗驚1雛こ徽・灘懸懸二

　　　　　∂Pa∂Pb　（謄・譜）　　はそのiliti椥・対す・融の酬…二かなり強・翻す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　一蟄語額　　　　　　・かも…魎接弓糊・の蹴粥轍も強・作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用する。従つて，後者の場合の9嚇量決驚については，

　　a譜録P・a臨ド嶽　　　　以上の・・な数式欄・いだ｝」一では不粉な・・に患わ

「鼎ア　““°°’’’’’”°’梱’（2’2°）れ繍1∫嘉詳灘瓢欝簾豪し

　また，BがAの供給量Xaをconst．と予想して行動　　　得るように，この図式ll勺説明には，縦軸に供給量もしく
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xlF．a

　　　　　　　1　　　　　、、、、　　　　　　　　　　　　l

l　　　o＿D’き．1・・M＿一一．Jij

　／　　　　　　　ノ墳へ～，属゜嚇゜・・

／　　，　　　　　げ’7騒バ9’㍗働㍉

　　B’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　O’Pa

A’Ph

は利澗，平面上の二つの横軸にA，Bの価格を測つた三次　　　格の騰費と共に上昇し，それ以後は減少する。従つてA

元座標たる立体図を利用した方が便宜と思われる。しか　　　のmii格に關する利潤無差別曲線は，平両OA’ABB’

も，ここでは最有利1醐各を決定して後，所与の需要函数　　　に於て，原点0より上に向う程高い値を示し，各曲線

とこの価格とから供給最を見IMすのであるから，立休図　　　Al，　A2……はOB’に対し凸となる。　Bの利潤無蕊別曲

は供給墨とA，Bの価格との関係から描き，利潤とA，　　　線は，原点0から北東に向う糧その値は高くなり，夫々

BのMli格とによつて描かれる利潤無蓮別立休図は雀略す　　　の曲線BI，　BE……はOAノに凸となる。平爾上のAC

る。但し，本来なら描かれる筈の立体図に於て，利潤　　　DはAのBに対する反作用曲線（reaction　curve），　B

の山を切断片により切つて作られた利潤無i整別曲線　　CD’はBのAに対する反f乍用曲線である。換習すれば，

（profit　indifferePce　curve）は，価格一・一一一供給鍛立体i罰　　　A　C　Dは，　AがBの価格は所与であると思つて行動す

の底面上に投影図として描く。さきに，A，　Bの最有利　　　る，すなわちAが受動的態度に出るときの行動曲線であ
価格を決定する都合から，Pa　Pb平面上の利潤無差別曲　　　り，　BCD，はBが受動的態度に出るときのそれであるt2）

線，反作用曲線及び契約曲線などの関係を考鑛してお　　　この場合，Bがその指令価格を余りにも高く引上げるな

く。　　　　　　　　　　　　　　　らば，B圏有の箇別露要範囲は維持し得るとは言え，そ
　一般にAの利潤は・Bの価格が高ければ高い程大き　　　の顧客は極度に減少し，かえつてAをして有利な地位に

く，かつ，Bの価格が上昇するにつれて，　Aの価格も上　　　澱かしむることとなる。この付：置を図上A点と’9一る。　B

昇する。またAの利潤は，その極大点に逮するまでは価　　　点は同様な理由からBに最有利な位置を示す。いう霞で
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もなく・これらA｝B点は不完全複占であるから，完全　　　Bにとつて得策と思われるから，C、点で指令する確率

独v！iの位置ではない。逆にD，D’点はA，　B各々が価格　　　の大きいことは考えられるQこのことは，前述の数武il内

を下げたことにより最小なる利潤となつた点である。な　　　説明のさい，均衡が不安定であるとしたことと関連して

お・AabB曲線は・A・Bの利潤無藻別1【嫌墨艮が切した颪　　　考・えれば戴ちにヨ／l11解し得よう。　AとBとの態度が逆の場

の軌跡（10cuS）・1融ilの契約曲線（COntract　curVe）で　　　合も，全くこれと類似したことが推察せられ為。

あるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後にBowley的前1是の場「且をうかがおうaこのケー

　さて，はじめにCournot的前提の」翫㌧からうかがう。　　スでは前述の如く・均衡不確定で，結周A，　Bの供給価

殊にここで図示し得るfilli格に対してCoumot　III勺llil提を　　格不確定である。では不確定ながら，その確定領域はど

とつた場合をみる。（2・4）式及び（2・5）式から類推さ　　　のように規箆し縄るであろうか。Aは指1京的態度にH二1る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　マれるように，均衡点にあつては，一方，A，　Bの予想利　　　のであるから，　Bが受動的態度に出ると思い，　Cs恵で

潤の極大が実現される筈であるから，Aの利潤無差別曲　　　以て｛1辱給価格を指命しようとft‘ii・［tiJし，また13も同じく指

線と，Aの予想曲線とは切し，またBにっいても同様で　　　単的熊度尋こ出るのでtV’るから，岡様な考え方からC：点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　N　　　　　，なければならぬし，他方，この点はAとBとの予想と現　　　で供給価格を決定しようと働きかける。が現爽は，A，
s

実とが一一tuする筈の点であるから，　Aの予想llll線とBの　　　Bともその予想を燧切られたこととなる。そこで，　A，

予想曲線，すなわち，Aの予想山線たるBの反作用1曲線　　　Bは益々価格斗争を行つてi－i分に有利に謙こうと企1糊す

BCD’と，　Bの予想曲線たるAの反伯川曲線とが交わら　　る。然し，両者とも少くとも利潤は自分が受動的熊1、蔓に

ねばならぬ。また，この点はAもBもこうしたことが同　　　出たときの水準より低くはなりたくない。されば，A，

口寺に満足せられるのであるから，Aの利潤無差別曲線と　　Bとも，少くとも闘分が繋動的態臓に出たときとlrlj様な

Bのそれとは交わる筈であり，図で冨えばC点である。　　　利潤の得られる所で以て価格斗争に終止符を打つ。それ

かくてこの場合のA，Bにとって最有利な指令価格は，　　　は，　C点を通るA，ま3央々の利1閏無蜘Ill曲線と契約曲線

夫々JC，　K　Cであると君い得よう。しかもこの指令llHi　　との交点a，　b点を以て供給flil酪取廊めのi阻更界とするこ

格は，相互に競争者の価1脅を所与と見倣して，白分の価　　　とを意味する。

格をこれに順応せしめるというような行動をとって，こ　　　　従つて，ここでのA，13各々の指令価格決窪Fよ契約曲

の一点に落着いたのであり，何れの方向からも，当然こ　　、線上ab閣の何れかで行われることとなると轡えよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
こに落着くと思われるので，安定的なものと思われる⑪　　　　かくて，それぞれ三つの前提のもとで決短された，A，

　つぎにStackelberg的前提に於ては，　A，　B両訂の　　Bの指令佃i格に応じて，夫々の最適供給量は図上Aの需

指令佃li格はどのように決建されるであろうか。かりにA　　　饗曲面休E馳OF，しB’G凪0’Ha　A，，　BのそれEbOFb

が指導的態度，Bが受動白勺態度をとるとなせば，　Aの利　　B’Gb　Ot　Hb　A’とから決足せられる。例えばCoumot

潤無差別曲線とその予想曲線すなわちBの反作用曲線B　　lrl勺前提ではAはMC・BではNCの如きである。

CD．tとの切点Ciで’A，　Bその態度を逆に仮定すれ　　　　ところで，このAb　Bの需要曲面体から得られる央々

ば，問様な考え方から，C2点で最有利価格力呈決定され　　　の箇別需要曲線の形状は折線型であることを一冒断つて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
る。しかしこの場含，例えば前者では，Aが指導的態度　　　おきたい。盤し次の理由による。例えば，　Bの価格が一

に出るだけに，Aの恣意的な行為の存在が考丸られ，必　　　定不変の場合，　Aが価格を切下げれば，たとえBに翼乎

ずしもCi点で供給価格を指令するとは限らない。蓋iし，　　に選好があつても，当然Aに有利となる。しかし，ある

BはCt点を通るBの利潤無差別曲線と契約曲線との交　　　点以上はいくら切下げてもBの箇別舘要範囲は，買手の

点aノよりB側の契約曲線上で供給価格を指令し衛るな　　　選好の存在からして侵し得ず，Aの需要量は殆んど一旗ヒ

らば，BもAも殊にBは満足が大きく，またAも同様　　　化する。逆にAが｛lll絡引上げを行つた場合についても類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アにして得られた点bノよりA側の契約曲線上で供給価格　　　似したことが雷い得る。従つて佃’格のある限度以上或は

を指令し得ることを願い，従つて契約曲線上a’b’間に　　　以下は，価格に対する需要の弾力性はぜロもしくはゼ

於て，A，　Bの供給価格が決定されるなら音ま，　A，　Bと　　　Pに近いと言い得る。そこで，ある範囲内では，箇別

も満足し，殊にAにヨリ有利なように決建される可能性　　　需要曲線は数黒軸に対して傾斜をなすが，それ以外の領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（o
が強いからである。尤も同一利潤が獲得せられるなら　　　域では平行もしくは平行に近いからである。

ば，買手に対する思惑から，供給価格の低い方が，A，　　　　以上は「場」がすぺて不完全複占であつた。つぎに数
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　　　　　X…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解　　」　　L　　　求まり，　また競箏者総　一　　脅企

　（γ）Xt　．Xi（Pi，　p，　n）　　　　　　　　　　　　　　　業の供給壁は，11－i企藁がもしiの供給量を所勢として

更に，一つの鮒が加わる。すなわち，瀞灘の価　働すaxば

格を所与とみて行動した場合は，荊述の（2・4）式から　　　　（α）Pn一i　＝P

類推されるところの式　　　　　　　　　　　　　　　　　　（β）oo＞n＝　const．＞2

童政策を通じてみた際想楚した不完全競争市場構成のた　　　市場との比較は，数量政策でみた場奮と全く同様なこと

めの前提条件をそのまま認めた「場」で岡じ闘題を考え　　　が雷い得る。

てみよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っぎにStackelberg的1｝1∫提では，　iを指沸1’1勺，他の二企

　ここでもやはり，はじめにCoumot的前提を以て，　　　樂者達ll－－iを受動的態度と想定すi・L　V？jl’，　iの供給∫1ヒは不

策i番日の企業iと競争者達とが競争するケ・・－Tスから考　　　完全複占の場脅の式から類推される次式

える。この場含は，不完全複占の結果から類推されるよ　　　　（α）Pi　：p

lゴ箇㈱の概ず’醐倹i轍する筈であ　（β…＞n・・c・・…〉・

しかも数量麟による励と眼り，価糊一ドげによ　（r）　Xi　：xt（Pi・P・”）

・欝の ?Eて，種・の嚇・あ・・鵬鰍・　（・）・・榔Pl・謙

鐸饗講雅窒謬1潔課霜1雛奮　．鎚載踵錘盗蛮1－・（2・，。）

傑鰍鷲：．鞭讐恥，，＿（、、22）　　（1魏・謝

または　　　　　　　　　　　　　＿必．∂x・＿亜慰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dPl∂P互　　dPl

、號（論繍錨鵬””’”㈹　．趨懸轟壇笠こL。

膿｝一一一・一騨養………｝！－・の

｛∂（Pi・X量）　d1為　　∂Xt　　dXl｝・譜一・一一・・……………（・・25）　（・）X・－rX・・（P…，　P・・）

伽磯の程麟標た・調・隙欄数・（δ）X 戟|i＋肱，1
轟・1（・i・・P・・n）・iii・（…）…・……・…一……（・・26）　’震評d漏露踏゜

な。織，、．25、式。代入鋼ま　　　饅譜三⊥謝・謝

｛∂（PI・Xl）　Cl11i∂Xi　　dXI｝｛告・・（・）一鴫・）ト・…（・・28）　一働譜ヨー畿三｝｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛n　　　｝

♪・・。 i2・31）

となし・更にx・（P・・P・・）一告・（・）とすれば　　・・より，もし・のfllli格蜥与として働すれば，（・．3・）

畿蓄・・（・）一・・（・，　n）……・一・…一…（・・27）式中（δ）式のみ

かくて・このケースでは（2・24）式と（2・28）式とに　　！u　F’（P）一。（P，・n）漏・…一＿＿．＿＿．（2．32）

よつて，各企業の最適供給盤は求まる。もし競争者達の

供給勲鵬と駁てiが働するならば，（2．28）式　とおきかえた条件1こよつて・櫛髄の樋供櫨｝窪決

の代りに，前掲の（2・17）式から類推される式　　　　　　定される。この場合，iが指導的態度に1：Uることによ

Xi＋・t・
ﾔ畿・詣一・一・…………一（・・29・繍；5£騰塁撒、雲鷺瀧鵯1認

　　　　　∂Xi　　　　∂Xi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

を加えればよい。なお，この産業均衡に関して完全競争　　　　最後にBowley的前提のケースをみよう。こσ）場合
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でも数量政策による方法に於てみたと同様，産業均衡の　　　　（2）W・Fellner：C。mPetiti。n　arnong　the　Few；

成立は不可能と思われる。蓋し，パラメーターのみ異な　　　　　　01igopoly　and　Similar　Market　Structures．19

雛辮難撒蓮暴綴撒…欝熱・鵬漏ρ蹴
給景は，（2・30）式から類推し得る方程式から，宥易に　　　　　1954，Vol，　LXVIII．　No．4，　pp．565－584．）

求められる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F．Machlup：The　Economics　of　Sellers・

ところで，fll脚嫌による供給量瀧に際し路蝶　　 C°mpetiti°n；M・d・I　A・・1y・i・・f　S・ll…’

辮・・かな・徽に出た櫛・ll幅・か．…は数　㈲C膿と凝，鷲螺L、，，。，、，、，bsw、．

撮政策による場合と同様・関係諸函数の臭体的姿を知ら　　　　　rtschaftslehre，　Bd，皿，1956，　SS，206．．208，

なければ推断し侭ないであろう。　　　　　　　　　　　　　　　（5）A・C・Pigou：Economics　of　Stationary　Sta．

〔註〕（1）H．。。。Stackelberg、Marktf。，m　und　Gl，i．　　tes・1935・ChaP・XLIV・Appe・di・・XIV・

　　　chgewicht．1934．　SS．120－－123．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1


